
 2011年9月（東日本大震災と原発事故から半年後）に、外遊びができない市内の子どもたちや避難

移住した親子のために、いわきＮＰＯセンターとイトーヨーカドー平店が協力し、日中の避難を受入れ、

簡易広場を設置したことから始まる。 避難生活のストレスや原発不安に負けずにとことん遊べるよう

にと願い「とことん広場」と名づけられ、年間のべ２万５千人超の親子から親しまれた。それから３年後、

地域住民とイトーヨーカドー平店から、専門性ある広場対応の要請があり、2014年9月、子育て支援

任意団体として「すくのびくらぶ」代表 前澤由美（スタッフ10名）が結成された。

   ２０１５年１月、フクシマススムプロジェクト（セーブ・ザ・チルドレン×サントリー助成）に採択されたことを期に、広場運営がすくのびくらぶ

に移管された。当時のスタッフには保育士がいないため、イベントや子育て相談などは、外部の講師が中心だった。

　 ２０１６年１月、東日本大震災 ＪＴ 現地ＮＰＯ応援基金に採択され、保育士資格取得勉強会（毎月１～２回）を開始し保育士も募集した。

それまで広場利用は、未就学児の親子が対象であったが、小学生をはじめ高齢者や地域住民の入場を歓迎して、多世代交流の広場･

人材育成をする広場とした。 広場名と運営団体名が分かりやすいよう統一の要望があり、「とことん広場」⇒「すくのび広場」に改めた。

   当基金に３年間採択されたことで、今では保育士１０人、看護師５人、支援員２人ほか、助産師・管理栄養士・歯科衛生士・ヨガ講師

など、多職種・多団体とも連携する広場に成長できた。

【背景】

いわき市は多くの避難者・移住者が不安を抱えていた。

心身の健康や子育てに対する「専門性ある広場」への強い要望。

高齢者や障がい児、単身者などが孤立し、情報が届かない。

原発問題が未解決（低線量の内部被ばく・安全に帰還できるか）。

地域が分断・区分けされ、住民同士のコミュニケーションが乏しい。

【目標】

原発問題など不安への払しょく　　 ⇒　人が集まる駅前広場の継続、情報提供と相談対応

健康支援と情報の提供　　 ⇒　広場に専門性を取り入れ、スキルの高い人材を育成

引きこもりがちな家庭のコミュニティ再生 ⇒　安心・笑顔・学び・喜びの「場所」と「機会」を提供

子どもの健全な発育発達を支援 ⇒　地域団体・企業・公的機関との協力連携の構築

親子・支援者・地域みんなが共に成長　　　⇒　被災者移住者と共に、支え合い・助け合い・育て愛

　

【すくのび広場カレンダー】   → 毎月発行　１，５００枚　（A４ 裏表） 【保育士資格取得 勉強会】

毎月１回の定休日（主に第１月曜）と、遊具の点検・清掃・消毒、スタッフ研修を実施。 ２０１６年３月から、募集・スタートした。

毎月カレンダーを発行し、開催するイベントをHPでも紹介した。イベント担当スタッフの ２０１６年末まで 保育士試験合格者１名、

似顔絵や説明を入れて、保育士や専門講師にいつでも相談できるようにした。 ２０１７年 ５名、２０１８年 ６名、合計１２名、

裏面は、高齢者（男女とも）に人気となり、発行を心待ちにしている地域住民が増えた。 保育士資格取得者を輩出できた。

【設立経緯】

目指していること   ミッション／ビジョン 
 

☆広場の運営を通じ、被災した親子の健全な成長を支援 

                             （心身のケアを含む支援） 

☆学びの機会と場を提供し、地域の専門性高い人材の育成 

                              （地域力・家庭力の向上） 

☆コミュニティの再生、地域団体・企業・公的機関が協力連携 
                            （復興促進の協働事業へ） 

＊復興のシンボル「ひまわり」を 
  取り入れたモノづくりを開催 


